
千葉県農林総合研究

―千葉地域農林業振興協議会

    
千葉農業事務所企画振興課

                  

 
 恒例の千葉県農林総合研究

デーが平成 25 年 10

周辺住民・県民にセンターの

ターの業務内容を知ってもらう

その主な内容は、研究成果

もしろ科学実験、ミニ

木質プラスチックの色塗

ズ（千葉県園芸協会）

 千葉地域農林業振興協議会

団体の出展調整を行い

市農協市津加工部、旬菜

ていただきました。 

 また、協議会としても

フレットの配布等を行

 当日はあいにくの大雨

者発表）ということで
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